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ッ.ク
及
ぴ
、
ラ
ィ
ブ-ー
ッ
ツ
の
社
會
哲‘

:
拿
ぶ
取
极
：れ
れ
で
ぉ
々
、

.

'
:§;

ー
部:'
>

ク
古
典
派
經
濟
思
想
.
の

鲁

。
.自

肉
ベ
 

■■
■•
王
義
、
ヴ

壬

義

樣

の

：腺
路

v
:

匁
は
、
f

マ

:^
,
%
ズキ
ン

モ

ゥ

イ

リ 

々
：ァ
：.ム
.：

：ギ5
ネ

ゾ

の

對■
が

論

ぜ#
机
；

F
、：

一
力
ル

き

ス'へ
0
1
:づ

の

道

程：:
. 

■'.
'が
暗
示
さ
れ
、:-
'■第m

部.
.
/
^
我

經

濟

着

科

學

的

恶

麫

リ

で

は

、
：

.
r

ル:

マ

ン
•
ゴ
ッ
セ
ン
と
、_
リ
チ
て
卞
，
。

^

'.^
謂
わ
ば
、.そ

.
：. 

へ
べ
の
途
の
先
覺
#

達
め
思
想
が
、
；古
典
派
の
そ
れ
と.の
比
較
に
於
て
取
上
げ'
. 

マ
ら
机
で
.い

る
.:
;0
所
謂
.成

題

史

？
風
想
史
タ
の
類
型
に
屬
ず
る
.で
.あ
ろ
ぅ
.
.'
.
'

、
槌
の
論
述
妻
ご
そ
ん
て
又
ハ
此
の
ー
ニ
論
文
編
成
の
隱
は
ゝ
誤
れ
る
思 

:
想
よ
り
]£
し
い
思
想
'へ
：の(

1
.

貫
し
た
論
理
を
求.め
る
立
場
：ょ

り

す

れ' 

逍
遙
的
な
も
の
表
見
做
さ
れ
る
に
違
い
な
い
0
.# •
■
し
、

^
 

.
と
し
て
は
、

マ
シ
：
<
ネ
ムQ:. K

e
l
a
t
i
o
n
i
s
n
m
s
：
:(

相
■

主
義X

の
主
張
. 

に
な
ら
つ
て
、.
自
ら
.の
立
場
を
是
と
し
て
讓
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
.
彼
自
身 

,
の
考
え
方
の
基
調
はh

ヶ
ム
ブ
化
ッ
ギ
學
派
の
色
彩
が
濃
い
も
の
の
如
く 

で
あ
る
が
、
：
.單

に

そ

れ

を

、
史
張
す
る
’と

い

*5
よ
り
は
、
：
ガ
他
の
夢.を
、
. 

そ
し
て
、.そ
の
問
題
意
識
の
在
ヴ
方
を
も
、
積
極
的
に
ク
®.
解
ガ
せ
ん
と
,

. :

.す
る

關

心

の

强

さ

が

ご

彼

の

特

徵

と

觅

ら

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

ぅ

。

.

*

'.
•，
以
下
、
，本
文
の
極
办
て
素
撕
的
な
紹
介
を
試
み
よ
う
。
.
思
想
史
的
研
究 

'の
紹
介
と
い
う
如
き
も
の.は
、
文
獻
の
.孫
引
き
的
為
も
の
に
堕
し
が
ち
で 

あ
ろ
う
が
、.
此
の
書
自
體
の.性
格
が
、
そ
の
危
險
を
少
く
し
て
吳
れ
て
い
'

る
。
.私
电
尙
出
來
得
る
限
り
、
：
シ
ユ
タ
ル
ク
の
問
題
意
識
_.に

、
_重

點

を

置
,

い
.て
紹
介
し
て
ゆ
と
ぅ.と
思
ぅ
。.
.
.
.
.
；へ.
.
.
.
.
.
.
'
.
;
.

,
. 

.

.

.

• 

4
, 

•

ゾ
.

.

㈠

古
典
經
濟
思
想
の
锂
學
的
基
礎

(
P
.
1
1
P
.
5
0
V
.

 

'
:

.

古
典
派
の
經
濟
思
想
は
、
ル
ネ
サ
ゾ
ス
以
後
ニ
世
紀
を
要
し
：て
.成
立
し 

'

た
、

ブ
つ
の
新
し
い
デ
ス̂
ロ
ジ
彳
と
し
て
の
意
味
令
內
藏
し^

い
る
。

ス

ミ

ス

や

ヶ

ネ-

エ

の

思

想

は

、

：

マ

ン

や

モ

ン

ク

：！'>
ァ

ン

に

負

ぅ

以

上
 

,
,'
•■に
、

ロ

ッ

ク
.や
ラ
ー
イ
。フ'
.— .
ッ

ッ

に

負

ぅ

て

い

る

と

も

言

え

る°

~ 

'⑷
、
大
な
る
ァ
シ
テ
ィ.テ
'
|
ゼ
•
人
間
對
自
然
：:
.

.■ 

. 

V
 

■
.

-パ

•

:

.
-.
,

. 

. 

.

.

.

. 

: 

: 

:
 

-

:

.

.

:

•

,

^
ッ
ク
は
ハ
麗
論
に
於
で
ノ
外
的
自
然
が
ム
人
間
の
感
覺
フ
觀
念
を

''

'
.
.支
配
す
る
ど
凰
、
'
道
德
論
に
於
て'%
又
、
.快
樂
、
；苦
痛
の
感
覺
を—.
義
的
.
：
 

.

. 

'な
も
の
と
す
る。
'' 自

敗

、
王

義

的

見

解

を

採

つ

.た
。

併
し
、

前
者
に
於
る.

. 

>反
省
4

0說
明
、
後
潘
あ
於
る
ダ
理
性
ぶ
の
說
明
に、' 一
種
の
理̂

論

的
. 

.

論
據
が
撰
用
れ
さV

お
力
、.

こ
の

、.,
'
謂

わ

ば

自

然

科

學

と

自

然

哲

學

の

合

.

. '
一
 

性
と
.い
1
5點
に
>
.彼
の
思
想
の
特
貭
が
存
し
た
事
は
ヽ
：周
知
の
妞
く
で 

へ
あ
る
'。’
.彼
の
秕
會
的
事
象.に
關
す
る
態
度
ん
、
將
し.く
、
：之
と
同
樣
な
胜'
. 

■'
,
言

有

し

で

い
：̂
.0
彼
の
、

經
濟
行
爲
論
、
；
:.
'
財
產
論
は
.、
.
人
間
生
：̂

^
 

.

.

.h
l
m
e
a
s
l
n
e
s
s

--
ょ
り
出
發
レ
て:1
\
る
が
、
へ
、壬
觀
的
價
値
論
と
、

落
觀 

的
價
値
論
と
一
の
_

芽

を

、
：翻

め

て

特

有

な

形

で

共

有

し

て

い

る

•，
°
へPS

T
V

 

• 

/前

者

は.'
:
--
'
!

選

擇

の

原

_

、

•'
.
後
者
ゆ
、i

費
用
原
齓
を
パ
意
味
す
る 

,

が
^

發

’

單

槔

碧

を

個
^

主
籤
的
心
琎
學
ぇ
し
^

ン
後
潘
を
社
會
敕
':
- 

學
と
し
て
、
ニ
冗
的
に
酿
脈
ず
る
に
と
ゼ
ま
ら
ず
、

‘
之
を
統
!—
*
的
に
杷
握
,

:

,

:-
,し
\ ¥
,
*:
レ
-

タ
.
^
グ
..
-
'

『

經
濟
思
顏
め
报.鹿
.に
在
る
諸
.理
想』

.'
,
ハ

'
:せ
ん
と
努
必
て：

い
る
。
此
の
.事
は
、.
.心
理
學
的
な
問
題
を
取
扱
っ.た
X
 

,

間
悟
性
P

に
，於
て
、.勞
働
價
値
が
說
か
れ
、■社
會
哲f

を
取
扱
っ
た
、

.

.

一
一
；

に
於
て
効
用
價
値
が

：

論
ぜ
ら
4

T
い
る
と
い
ぅ
、
— .
规
逆 

-

.

:の
構
成
が
採
ら
れ.て
い
る
事
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。.;
乃

ち

彼

に

あ

'っ
て 

■-
は

、

一

應

勝

が

、
，
：
主

觀

的

，非

効

用

と

見

做

さ

れ

、
限

界

.に
於
て
、
快
苦 

V

 

.は
均
衡
兮
る
4:
,の
ど
.い
デ
>
主
觀
主
義
的
論
理
が
槳
ら
，れ
て
い
る
°
に
も 

v

拘
I

其
處
-で
は
、：

財
產
關
係
'を
切
離
し
た
，、
無
前
提
的
選
擇
原
理
が
語
-'

'
■.
ら
れ
て
い
る
の
で
：は
な
い
。
翼

は

、
彼
の
場
合
，
自
ら
の
爲
の
勞
働
が 

•
.ー
：
：虑
味
さ
れ
プ
お
：り
、
：價
儒
に
ー
は
、
：そ
の
寶
體
的
規
定
が
含
.ま

れ

て

い 

パ
,
,
 (

1

02
^

値
の
問
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.
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必
ず
し
も
非
現
實
的
で
は
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か
っ
た
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ろ
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理
想
ど
‘現
實
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顧
著
ハi 

.
な
對
立
意
識
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、
：：其
處
に
は
見
ら
れ
な
い
々
彼
の
社
會
哲
學
が
、
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f
 

^

:

.-
•
然
主
義
的
樣f

を
呈
し
乍
ら
r
‘
.實
は
、
趣
め
て
顯
著
な
調
和
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を
內
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：し.
 

:
て
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た
事
を
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'

我
々
は
以
上
の
點
に
よ0
て
知
る
事
が
进
來
る
。
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2
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2
5
>

'.
©)
犬
な
る
ジ
ン
デ
ー
ゼ
ぃ
神
の
法
•

.

(

.
:
.
.
ッ
ク
.の
暗
默
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調
1

1
忙
對
し
、-'
;

1
層
明
&

な
、
且
.っ

形

而

上

學

的
.
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一

に
嚴
密
に
規
定
さ
扣
た
調
和
論
を
唱
え
た
の
は
ラ

イ

.ブ

，
一
一
，V

ッ

で

あ

る

.
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.

.

.彼
は
、'
全

と

佩

の

問

題

を

思

索

す

る

事

犯

，よ
っ
て

.い
‘フ
ィ
ジ
力
ル
な
世
界V 

、
を
超
越
し
ル
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

'
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:
最
早
そ
れ
以
上
分
斷
じ
能
わ
ず
ァ_.且
っ
；夫̂

身
他
よ
ヶ
獨
立
し
て
存
在
，
 

,
す

べ

：：
き
'

*

。̂
、
更

に6
'

.個
の
集
積
で
あ
り
乍
ら
、
.
そ

れ

屋

く

る

事

. 

:

な
く
ハ
自
ら
連
續
性
と
無
限
他
を
持
ウ
べ
き
^

全
^

此
の
兩
者
を
共
に
：，
 

求

め

て

、
：
彼

は

獨

特

の

，コ
ス

(

モ
. 一
口.ジ
ー
を
建
設
す
る
。
モ
ナ
ド
論
之
で^
: 

ァ
：.る
。
.
人

間
%

、
II
植
物
も
、
自
然
物も
、

エ

ン

一

ア

レ̂

I

を
有
す
を
事
に 

よ

っ

て

眞

の

：
疆

で

あ

る

：。

':
'
'.凡
ゆ
る
自
然
物
は
生
命
に
滿
ぢ
て
：い
る
”
 

8

連
續
性
を
も
ク
全
體
と
は-'
-
之
等
の
す
べ
て
：を
調
和
.せ
し
め
る
秩
/ 

序
で
あ
り
、.神
.で
あ
る
？
と
彼
は
：考
え
る
。
'
此

の

際

、
；
被

は

、
；
.當

時

の

通 

',
俗
粗
學
の
主
張AI、

'

デ
，力
>

ト

、王

義

者

の

琎

論

と

.を
、
：
前
者
は
、
個
の
獨

(

.
自
性
を
破
壞
せ
し
め
、
後
者
.
は
' 
調
和
的
金
體
の
觀
念
を
稀
谶
な
ら
し
め
.
：
 

'
る
も
の
と
し
で
否
定
ん
、; ?
:
3
8

〕

ク
豫
定
調
和
彳
の
理
論
を
提
唱
し
た
.
0.
彼 

,

に
ぁ
っ
て
*%
、.
個
ぱ
、
：
.
夫
自
身
の.
原
理
、.
例
ぇ
ば
快
樂
の
原
理
に
.
立
脚
し.
:.-

.

‘ 

• 

六
〇

.

(

八
七
四0

 

.
'

'行p

す
る
と
見
ら
：れ
る
。.；
調

和

：は

、
'
:そ
.の
限
りk

於

て

は

、.潜
在
的
、
未 

.來
的
な
も
の
で
し
が
な
い
。
；
.快
樂
性
と
善
性
は
、
神
の
力
に
よ
っ
て■

'.
に
於
て
調
和
せ
し.め
ら
^
る
。

ロ
..ッ
ク
'の
經
驗
論
、へ
ラ'ィ
。フ.二
一.ッ
..ッ
の
命 

理
論
の
對
立
とは
、

一-
.膘
斯

く

の

：如

，き

も

の

で

あ

り

、::
.

そ

れ

は

類

似

.の

上 

に
立
；
つ

對

立

と
.%
言

ぅ

べ

含

も

の.で
あ
つ
た
，
乃
ぢ
、
：十
七
世
紀
と0
ぅ 

.
時
代
は
、
經
驗
論
的
見
地
か
ら
も
、
合
理
論
的
見
地
か
ら
も
、
確
固
た
る 

調
和
の
信
仰
に
賴
っ.て
い
.る
時

代

で

あ

つ

た

。

こ
の
一
一
っ
の
立
場
は
、
.
共 

.

.に
夫
々
新
■し
：

S

經
驗
に
よ
っ
て
、
X
ミ
ス
や
バ
X
チ
ァ
の
十
八
世
紀
的
世 

思
に
.、：

(

斯
る
時
代
把
掘
は
、ソ
純
年
代
的
規
定
と
は
•一
致
し
な
い
。

〕

變
容
..

.

的
.に
取

人

れ

ら

れ

て

ゆ

く

。
，
古

典

經

濟

思

‘想
故
、
社
會
哲
學
の
杏
定
の
上 

'，に
で
は
な
く
、
寧
ろ
？'社
會
哲
學
.の
合
理
化
と
い
ぅ
使
命
と
意
圖
を
持
っ 

,て
.現
れ
て
い
る
办
で
あ

.々>
此
處
に
、
そ

のrealistic

で
あ
る
と
共
に 

.

.'■id

o-alistic 

.

で
あ
る
と
云
ぅ
性
格.の
根
據
が
存
寸
る
の
で
あ
る
。

'
 
s
l
y
,
シ
チ
タ
ル
ク
は
、一
ロ
ッ
ク
が

.欸

.用

價

値
&

o
b
j
e
c
t
i
v
e

 

v
a
l
u
e
〔

客
體
.的
價
値〕

と
.し
て
意
識
し
、C

ぞ
.九
は
、
..我
々
に
滿
足 

.
•'
■
'
を
與
え
る
對
豪
が
ぼ
員
；

意

味

す-る
が
故
に
0)

費
用
價
値
を 

-
s
u
b
j
e
c
t
i
v
e
〔

主
體
的
價
値〕

.と
：し

て

意

識0そ
れ

は"
^

-
.賛
を
櫳
成
す
る
入
間
の'努
力
を
意
味
す
る
：が
故
に
：
0

:
し
.て
い
る
事 

を
指
摘
し
‘
て
い
か
。

此
の
事
は
、'M
^f
l

の
如
き
、： ST

J
b
j

:c&
c
t
,

, 

o
b
j
-

 

e
c
t

の
哲
學
的
用.語
轉
換
と
し
て
の
意
味
以
上
に
、
.
多
く
の
間
題
.

.
を
食
ん
.で
.い
る
よ
.う
に
.思
わ
れ
る
:0
, 

- 

. ノ
 

■
 

.

:

:

ハ
註
2

ウ
，■
シ
ュ
タ
ル
ク
は
、0
の
處
理
上
の
問
題
意
識
が
、
左
典
經
濟 

へ.

0
と
、
近
代
經
濟
學
と
の
間
に
存
す
'る
根
本
的
相
異
點
で
あ
る
と
見

.

,

」

し
-
/て
い
る
が
、

9
 

S
之
だ
げ
で
は
說
明
不
充
分
で
あ
る
。

古
典
派
と 

-.
-
.'
.

彼
が
：呼
ぶ
も
：の
の
範
；圍
の
漠
然
爆
も
問
題
ヤ
.あ
令
ぅ
。v

'
-
.
'
)
)
'
.

一

_ 

:

;

㈡

*■
^

典
經
濟
思
想
0

終
焉
。
：'卦
.曲
主
義
:'
社
會
主
義
<
:
'の
妓
^

■
: 

‘

.

■

.

.

.

.

 

.
(

P
.

c nl
l

p
.

l
4

8
>

:
:

- 

'十
九
世
紀
が
進
む
に
つ
：れ
て
、

：

新
し
い
經
驗tr

.

個
人
と
：全f t
の
：调
題
： 

.

を
、
：
は
り
賓
質
的
な¥
面
に
於
て
把
遍
し
直
す
必
要
を
生
：ぜ
し
め
た
。

- '

古 

典
的
調
和
思
想
のg
龙

性

は

崩

壊

し

、
，
，
自

ff
i

ど
平
等
、
個
.b
全
.
9背
反
0:
:
: 

: 

'

問
題
が
：自
然
主
義
的
む
、

；

理
想
主
義
的
に
、
..夫
々
新
し
く
取
上
げ
ら
れ
て 

:

來
る
。'
此
の
時
代
篇
生
：を
亨
け
、
興
味
深
い
思
索
を
展
開
し
た
ニ
人
の
英
： 

•'
:

/國
の
思
想
1

^
此
處
で
想
起
し
て
觅
ょ
ぅ
。
.

.

"

'■'

;

'
■,
•

,
.

.
'
.
.
'
.
⑷

昆
畫
義
の
霞
卜
マ
ズ
ン
へ
ホ
ズ
キ
ゾ

.

.

.

.

.

.

. 

■

.

'
.ホ

ズ
キ
ン

は
、
.ロ.
ッ
ク
と
同
機
、.自
然
法
的
勞
働
原
理
に
出
發
す
る
。
：

.
土
地
は
、.
空
氣
や
日
光
と
共
に
、
：神
に
ょ
つ
'て
人
間
の

1 1
1

-

に
置
如
れ
た
も
，

<-
.

のであり、発
來
費
枏
を
構
な
，

S

。
：
..凡
ゆ
る
生
！̂

は
、
生
產
手
暌，

 

を
も
含
め
て
、
勞

塑

產

物

で
.
あ
る
か
ら
，、':要
す
る
^
財
產
論
と
價
値
論，. 

'

.

は
、•
人
間
の
知
的
肉
體
的
勞
働
給
付
の
原
掘
の
上
に
統

.1

ざ
る
べ
ぎ
答
で 

'

.

-あ
る
。
併
し
、

ぜ
浒
的
社
會
は
、

:'
:

こ
'の
命
令
冷
犯
し
允
所
か
ら
形
成
さ 

れ
る
。

fc
p
』
p

と
彼
は
斷
定
す
る
。
，
ホ
.
ズ.
キ
ン
は
、

絕
對
地
代
の
存
在
.： 

を
疑
わ
ず
、
地
主'
廣
本
家
を
、
本
當
な
權
力
の
所
有
者
と
し
：て
理
解
す

- 

:
.

る
。
：
被
の
搾
取
論
が'
自
然
法
的
へ
神
學
紙
な
も
の
で
あ
る
事
は
、
：ス

ミ
. 

ス
及
ル
力
：ア
ド
に
對
す
る
彼
の
態
度
か
ら
じ
て
も
明
瞭
で
あ
る
。

'
ス
ミ
ス
，
'
 

,

:

，が.
、
地
代
や
利
濶
を
自
然
價
格
の
原
卧
と
見
た
、事
は
、
親
實
の
不
正
だ
.る

•

W

*
ン
ュ
タ
ル
ク『

經
濟
思
想
め
极
底
に
在
る
諸
理
想

』
■

,

:

'■
■.

'社
廣
の
說
明
と
じ
て
把
ヽ
寧
ろ
谊
し
い
ス
ス
ミ
ズ
，の
纏
論
忙
矛
盾
の
存
す
：
 

■.
る
の
I
、
：：價
崔
の
財
產
的
側
要
直
颳
じ
た
爲
で
あ
る
。

ス
ミ

5
以
後
.の 

人
>

が
：、.
此
の
點
，に
缺
陷
を
_
示
し
た
の.
は
、
自
然
狀
態
と
、
；
現
實
の
人
爲 

,
的
制
度
と
の
區
別
を
明
瞭
に
し
，得
ず
'、
現
存
の
法
的
權
利
を
、
自
然
的
權'
 

■:
•

藝

混

同

上

た

點'馨

す

る
0
と
ホ
ズ
キ
シ
社
觀
る
の
汸
あ
今
^
系

爸
 

へ
:'
',+.

蒙

利

得

を
\
1
|
§
$
人
は
、“
待
忍
、
：貯
蓄
に
ょ
つ

H

説
明
す
る
。：
併 

.

.

.'し
、
：
資
本
は
そ
の
自
ら
の
利
得
を、.
®- 

.
く
、.
，現
在.
の
勞
働
の
中
か
ら
引.出
す
の
セ
あ
る
。
資
本
は
、
.
勞

響

を

支

.
：

:
.

«
す
る
：一.種
の
權
カ
で
あ
り
、
賃
銀
は̂

^
に

生

存

す

る

を

許

す

，の
み 

, 

' .し
.か
興
え
ら
れ
な..い
。
斯
く
の
如
き
制
度
は
.自
然
に
反
す
る
と
言
わ
ね
ば 

な
ら
ぬ
，。
自
然
の
狀
態
を
賢
現
す
る
手
段
は
何
か
。
ホ
ズ
キ
ン
か
、
其
處 

へ
で
無
！̂

的
自®

主
！6
を
提
唱
す
る
0-
政
府
も
警
察
も
、
市
民4
し
て
の 

:
■;
幸
福
を
妨
®I

す
る
胜
質
の
も
の
でH

、
從
つ
て
悉
姜
要
物
で
あ
る
。

:

彼
は
、
：
封
建
國
家
と
近
代
國
家
と
を
原
理

.
的
に
區
別
し
ょ
ぅ
と
し
な
い
。■; 

:

政
治
の
組
織
ク
形
騰
の
湖
異
な
ど
は
問
題
で
な
い
°
故
に
彼
は
、
..ベ
ン
サ 

.

.-
■
ム
的
!■
•
願
を
も
き
蔑
す̂
.

如
何
な
る
形
に
も
也
ょ
；、
自
然
秩
序
の
復
興 

.
:,.
の
爲
、
：政
府
機
構
を
甩
い
ズ
ゆ
.
く.
事
を
拒
否
ず
る
。
立
法
と
は
、

.
法
の
摩
4
 

•
lb-
と
い
ぅ
事
を
除
いH

は
、
極
悪
の
欺
瞞
に
す
ぎ
な
い
。

.

ク
我
々
は
、
多 

<,
■•
■の.
他
の
人
々
と
共
に
、
.
生
存
手
段
が
.不
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
事
を 

'

一
認
め.
る
。
：
.
併
4
、
；
我
：々

は
政
府
が
.
之
を
平
等
に
ず
べ
き
で
あ
.る
と
云
ぅ
結 

•

論
を
出
さ
な
い
ぶ.
ミ

透
,
-〜

■,

一、
'：
 

•

:, :

，彼
は
V
空
想
社
會
主
義
的
實
驗
を
嘲
笑
し
、
ル
ィ
‘
ブ

ラ
ソ
の
罾
_
の 

■

響

を 

'ク
文
■
階
級
の
自
惚f
と

評

し

去

り

、
、

J

八
四
八
年
の
諸
革
命
に

六r

 

?
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七
5
 

■:



*
.
.
-
<
: 

<
-
-
■ 

...

:ー:4
不

信
'の

素

贫

表

わ*

:

_
今
ゆ
，

)

：
赤

ズ

令

ツ

祀

於

：て

自

然

傲

思

截

％

で

:
極

限

重

靠
■

暴

ー
_

の
：蒙

B

各

W

人
智
：邊
步
覧
み
パ
ぺ
へ
：
',
'
.

を
か
げ
よ
と
沄
う
の
が
、
彼
の
唯.

1

の
答
な
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
.

へ

一

進

麻

：
の

自

然■
過

揭

ぬ

'
，
ゲ

ル；

マ

；
ン

の

侵

入

助

來

次

い

私

擅

亂

茗

れ

で

し

.
へ

•'
.

)

.

ま
の
た
。
併
し
、1
股
的
に
は
、
進
步
の
動
向
は
尙
存
在
，し
て
い
る
。
商 

(
H

業
の
導
人
、
生
產
カ
の
向
上
ゆ
、
：ゼ
の
事
を
示
し
^ ,
い
：る
。.'
現
存
の
5
 

';
齓
っ
た
袪
的
權
カ
は”
；
勞

働

階

級

の

成

長

に

よ

っ

で

次

第

に

消

滅

.せ

ち

れ

：：V 

::
'
•得
るH

違
1 -
來
い
、̂

の
時
こ
そ
、
響
も
兵
士
ー
も
獄
播
如
な
い
广
眞
の
，

:
:自
然
的
自
ff
l

の
世
#

が
到
來
盡
時
で
あ
る
ヴ.ホ
ズ
ぞx

は
、.
'
:斯

く

考

え

：
:'
/
人
 

て

周

规

の

如

く
-'
.
?
-篇

組

合

の

勢

力

：に
：加

擔

し

た

。
：
併

し

乍

ち

、

;

晩
年
^

.偏
の
傾
向
を
^

<:.

い
、.
.全
ぐ
仪
資
本
主
義
的
自
由
主
義
者
に
亂
り
終
っ
て
'
.
. 

.
'行
っ
；た
の
で
あ
る
。

V

此

の

事

は

、
，
彼
.の
、
へ
一
㈤

砠
底
ム
た
、

「

併
し
そ
れ
だ
、

：

； 

け
£

&
虡
が
ク
哲
然
ガ/

觀
か
ら
し
て
丫
寧
ろ
當
然
の
歸
も

一

言
う
べ
き

.
：
：
.
.

.:で
^
ろ

.う
。
.自

FJ
H
主

義

思

想

を

恶

礎

村

け

よ

う

と

す

.，る

仕

事

は

、.'
-
當

時
.

:,

旣
：に
、
斯
く
の
如
き
自
然
法
理
論
に
代
っ
て
、：
功
利
主
違
が
別
の
道
か
ら
，， 

:
行
っ
て
叙
り
貺
程
度
の
成
功
を
お
さ
め.つ
っ

蚊

っ

た

の

：で
あ
.る

-°
'

ヽ

.:
-

,. へ；
：：、

.タ
ム
ス

y
も
、

ホ
ズ
キ
ン
と
同
樣
に
、
社
會
の
、
本
來
存
オ
べ
き
.自
然 

的
秩
序
の
|'
1
.導
に
出
發
す
る
。
諸
物
質
は
い
.造
物
主
に
ょ
つ
て
人
間
に
與 

え
ら
れ
て
い
る
。
人
間
が'、.
そ
れ
に
加
え
る
勞
働
の.み

が

、
.
'
社

會

的

費

用
 

:を

形

成

す

る

。
，
現

實

の

社

會

故

•、：

不
當
：な
所
有
關
係
に
掩
わ
れ
て
い
る
爲 

に
、.
地
代
も
利
潤
も
獨
占
的
賃
貸
料
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
決
し
て
、

髮
：：

V 舞

 

'

マ：̂

^
 

Q.'

栗
®

；^
:
報
酬
と
.
.■̂
て
存
在

す

る

め
^

ば
な
^

ソ
ど̂

:
:
:
:
:
勞
働
渚
负
、_

本
家
に
、*

械
箭
の
前
借
办
爲
に
支
拂
タ
べ.き

部
^ ̂

爱

へ

住

混

使

用

办

た

め

象

主

^

支

拂

，

べ̂
部
分
等
の
大
き
ネ
は
、.全
く
. 

^

潜
な
^

の
；で
'1
>
か
^'
ぃ
。;'
:
.
'
.
勞
働
者
侧
^

,
ジ
¥

ァ
.に
ょ
か
ば
、
一
そ
れ 

n

機
械
其
他
の
-:
'
;そ
じ
て
*

海
の
'、
^

^
償
却
部
分
と
、
若
デ
の
監
督 

_費
用
>
,の
普
計
を
.茭
拂
先
ば
足
ヵ
る
の'で
あ
る
。：；
.現
寶
の
、
二
見
自
田
な':
. 

る

交

換

組

織

は

：、
：
決

じ

，
て
眞
の

.意
昧
の
.、'
互
惠
的
自
由
で
は
な
く
して
、

- 

'此
め
獨
占
選
を
強
化
す
务
把
め
の
も
の
.で
し
か
な
い
。
：少
數
炎
る
ー
階 

級
，の
、.
土
池
.や
機
械
や
' 
資
源
の
瘸
占
が
、: 4
t
nま
で
：の
社
會
- M
の
.蕋
礎
' 

.で
本
る
。'
:
C
P
.
M
S
と
.タ
ム
ス
>
 
は
言
ぅ
0

廣

は

：、
更

に—*步
を
讓
つ
て
、

. 

生
產
ぬ
增
大
に
の..み
問
題
を
限
っ
て
見.て

も

、
.現

在

の

經

濟

機

歡

は

最

莨 

の
も
の
で
.な
.い
と
論
ず
^

#
取
は
、
生
_

性
を
高
め
る
如
く
見
ぇ
て
、 

實
は
究
極
'に
：於
て
.、/
そ
，の
目
的
を.達
成
.し
得
な
い
。
JE
義

の

問

題
 

は
、'
必
ず
生
產
增
强
の
遣
に
通̂
て
い
る
？
此
處
で
彼
は
、
ベ
シ
サ
ム
流 

の
.：

S
e
c
u
r
i
t
y
.

の
'觀
念
を
批
判
し
、
：
自
ら
の
提
唱
す
る
そ
れ
は
、
.
ク
凡
ゆ 

.

る
人
々
の
生
產
力
の
安
全
で
；あ0'
;

へ
如
何
な
る
理
由
で
あ
れ
、
少
數
者
に 

■ょ
っ
て
一f

積

さ

れ

た

：、

一
群
の
勞

1

.
產

物

の

安

全

で

は

な

い

^

と
說 

く
,
^

|

>

K
9
}
彼
は
此
の
が
ノ
數
者
を
、
墮
落
せ
る
浪
費
家
の
如
く
に
畫 

き

出

す
,方
、.
之
と
矛
盾
す
る.と
も
言
え
る.が
、
資
本
の
蓄
積
の
み
を
念 

頭
に
お
く p

o
l
i
t
i
c
a
l

 

e
c
o
n
o
m
i
s
t

 

を
非
難
し
、

.

m
o
r
a
l

 

e
c
o
n
o
m
i
s
t

 

.は
，、
眞
の
最
大
多
敷
の
幸
福
を
求
め
る
と
な
し
て
、

.>

富
の
增
加
は
、
そ 

れ
が
幸
福
の
增
進
に
伴
な
わ
れ
な
け
れ
ば
、
.
合
理
的
欲
求
の
對
象
た
.る
事 

を
lb
め
る
だ
ろ
う
％
>

與
ぇ
'ら

れ

た

富

の

量

が

，分

散

さ

れ

る

程

、

大

き

な

■(B
)
.パ
平
等
主
萎
の.選
擇
、
ウ
イ
リ
アA

-V
■タ
ム
ス
シ

■ 

' 

:
.
幸

福

が

生

ま

れ

る
°̂
へ

各

人

は

ヽ

等

し

き

生

理

的

組

織

を

持

つ

故

に

ぺ

等 

、

し
き
も
の
と
し
て
：取
扱
わ
れ
て
ょ
1>
:
*と
タ
ム
ル
.シ
は
考
え
.る
0)

■■
:
•
等

と

言

.
;

.彼
は
'ベ
ン
サ
ム
に
做
づ
ズ
、
ク
當
の
增
加
部
分
は
、.
等
し
き
個
人
や
持 

.

.

.

.

.
分
に
、
述
續
敗.に
附
^

さ
れ
^

時
，は
.宰
福
を
產
出
す
る
カ̂'
.
.減
少
す
る
：に‘
_ 

.

.
對
し
、-多
數
個
人
の
观
に
分
配
さ
れ
る
時
は
、
# -
部
分
の
.幸
福
產
出
カ
が. 

.

V

驚
威
的
に
增
大
す
る
や
と
論
ず
る.。
ダ
这
^

規
實
の
社
會
機
靠
で
は；
、
'- '
'

.'
:

',
の
理
姻
に
養
し
得
が
い
。
: :

タ
ム
ス
シ
は
、

>
此
處
か
ら
，.匕
：の
樣
な
社
會
救
：
 

■

濟
策
を
^

^
才
'る
.か
0
.彼
は
、
ホ
ズキ
y
®

i
 jL

p
b
o
-
O
J
. D

e
.
f

 e
n
a
e
d

 

.な 

.
に
對
し
て
、

ニ
 L

a
b
o
u
r

 

r
e
w
a
r
d
e
d

 

2 

.
を
著
し
て
、

ホ
ズ
キ.
y
が
、

■

,'
.
'■■
■
.彼
の
自
1±
1
*の
賀
現
0:
爲

に

、
：勞

證

合
©

勢
カ
を
過
信
1

た
事
^ ,
批
判
し
、 

.ノ
。た
デ
皆
麗
合
の
成
し
得
る
事
戏
、：

.：蒙

炒

述

避

其

他

、
：'
*
本

家

側

の

試 

■.み
；る
抵
抗
の
*爲
にr.

.

.極
办
で
僅
少
な.程
度
に
^ -
ま
^ ,
.で
.あ
ち
，ぅ
と
彼_は
.考

‘
...： 

丨

：え
る
y

途
は
只1

づ
、
旣
存
の
財
產
關
係
を
根
本
か
ら
改
革
ず
る
事
C

 

■•
:
:
み
存
す
今

暮

炎

を

社

會

に

於

て

ぼ

、：
資
本
の
#

積
が
起
ら
^

い
.
と： 

- ,
■

マ
^

、
¥

エ

業

的

段

階

を

脫

じ

得

が

い

：と

.加
沄
ぅ
懸
1

^
不
要
で
お
る
。:'
'
利
.：

::

"潤

：の
爲
で.は
が
い
、'：
'
.自

ら

：
の

，
勞

靈

產

划

^

向
上
の
爲
や
蓄
積
が
增
大
：，
 

■■
■

,

.-

.:
し
、」

«

沐
の
接
猶
的
な
意
味
で
の
通
は
、

」

寧
ろ
高
ま
る
へ
に
寧
い
な
い。
-:
-
'

一
：■-
'
-
:彼
は
'、■
:
以
上
.の
：如
べ
、,1
生
產
字
段
の
分
酿
の.平
等
と
い
>

觀

念

：を

和

心

ー 

に
、
¥

べ
て
の
人
が
良
本
家
に
な
る
、

1
3
2
)

兆
^

Ml
:
#,
を
待
留
し
た 

‘の
で
あ
る
。
彼
は
其
の
爲
ち
强
請
を
贯
ん
じ
な
办
つ
た
。

(

彼
は
、
凡
ゆ 

■■
/

-■
•
,る
：過
_

の
.
.ュ
ー
ト
ビ
ザ
實
驗
の
爽
敗
原
因
を_

「

派
請
J

k
v>
-

5
點
に
見
出
.
. 

■•
:

推
。
：：

P
.

£
2)

# :
つ
^

彼
1

そ
の
社
智
0 ;
-
寶
規
を
逾
き
將
來
に
期
待
す
石
事
：

:

;'
:
'-
.
/-
:
:
wた
シ
ュ
タ
ル
：
^

！̂

濟
思
想
の
挺
庭
に
：在
；る
霞
理
想

』

：

,
:
,
. .

,

:

は

し

，
な

か

つ

た

,0
:'
'

.

■

.

:

:

:■
.
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.
」

，
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:
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:

.
.
.
以
上
の
，ニ
入
の
思
想
家
は
ャ
共
に
進
步
©.

理
念
を
信

-1
:

乍
ら
も
、

ホ
ズ
‘ 

中
ン
が 
>:

眞

の

レ

ゼ

，
フ
：
.

工
ァ
の
極
限
に
理
想
を
凫
た
.

の
に
對
し
、
タ
，ム 

.

.'
::

.

ス >

 

は
'--
>

^ :

等
の
原
則.
の.

遂
行
：さ
れ
る
、に
從
つ
て
、
.個
人
主
輕
的
原
理
の 

.

〕

.維
持
そ
め
：も

の

が

闺

難

な

る

事

を

知

P

て
い
た
。
'彼
は
市
場
的
自
咁
競 

' 

;

爭
を
否
定
す
る
睁
に
、
；
價
値
亂
屬
の
.メ
ジ

 

'

ァ
が
存
在.
し
な
ぐ
な
る
事
、

■:
' 

:
そ
1 ;

て
こ
€>
>

個
人
的
に
困
灘
务
事
が
、
集
團
的
に
可
能
と
な
る
1

.

.§〕

.

,

,こ
と
を
溯
待
し
た
點
に
於
て
昉
ち
か
に
コ
レ
.ク
テ

ィ

ヴ
ィ
え
.ム
の
信
■

/
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 ̂

パ

: /

' 

.
ホ
ズ
十
.ン
は
、
¥

等
な
>
9リ
べ
，
ラ
リ
ズ
ム
.に
、
タ
ム
.ス
.
ン
は
、.自

發

的
.

.

な
コ
ミ
.エ
;-
>ス
ム
の
原
：理
に
據
つ
：て
い
る
の
で
_あ
る
0
'タ
ム
ス
ン
は
、，階 

丫
':
'
:
:
.級

醫

，

な
つ
だ
社
會
が
到
來
丄
て
も
、
競
爭
的
原
碰
は
採
用
し
難
い 

,

も
の
a

風
た
。.：夫
々
の
自
&

の
意
圖
の
隱
し
合
い
，
其

人
的
判
斷
の
不
疋
確
性.は
、.：
此
の
；厭

漣

に

つ

^

ま
と
：
$

だ

ろ

ぅ

。':
.ク
彼
自.
. 

身
の
爲
の
各
人
次
.、
の
：
世

#

な
ら
ぬ
、
グ
儿
ゆ
る
人
の
爲
の
备
人
' ^
«
£
1>
の 

;
:-
-:
:-'
.
'
，
、
世

界

は

、
ヤ

協

同

計

聱

の

社

會

に

於

て

ざ

れ

る

。

其

處

に

は

、
需

給

.の 

'不

均

衡̂

'
恐
慌
の
：存
在
す
る
餘
地
は
な
い
。
.：：彼
は
^

v
-

の
如
く
に
' 
迤
/

.

想
社
會
を
描
寫
し
た
 

o

.',
,.
-
.:
■'
, . 

. 

:
'
:
. 

_ 

ロ
ジ
.
>や
-フ
.や

ブ
'—
,
ッ
ッ
.の
時
代
と
比
し
て
、
こ

の.±
-

人
の
思
想
對
立.
':
'

■

.:

.
:
:
:
_
何
と
激
し
い
實
質
的
對
立
で
あ
る
：こ
.と
：か
> 
扣
ズ
キ
'/
は
、.
規
實
そ
の
.. 

■■
'.
:
.%.
の

の

進

化

の

中

に

瑯

想

を

見

：ょ

ぅ

ぉ

-1
.
:、
•
戈
ム
：
ろ

シ

は

寧

ろ

判

然

と

、
パ 

理
想
主
義
：登

場

が

ら

、：
協
同
主
義
的
f

.

l.K
'
ピ
：
ァ

を

螯W
た
。

〔

社

會

思
. 

想
と
し
て
の
、
备
々
の
意
義
は
、
か
な
り
重
要
な
も
の
..で
.あ
る
。
多
く
の'

" 
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'
'
.
'
.
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:
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^

象
性
を
贫
^

な
が
ぢ
知
^

此
汝
等
の
^
声
の
ー
論
議
が
で
自
由
と
芊
等
め
へ
ソ
ー 

:麗

に

關

し

で

め

新1.
姑
_

:̂
;

人
々
.ね
§:
覺
立
せ
^
事
は
咨
定
出
來':
;
-
'
> 

な
い
：9 

:
マ
#
>,
ス
：忆

對

す

る

若

干

の

：影

響

%■
勿
論
見
逾
し
# :
な

い

，
で

あ

ろ
パ
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夂

。

： .：：

又
^
^ '
:

の
.素

材

を’.吸

收

す

る

事
.に

ょ...つ^
’
新

し
.い
，社

會

哲

學

が
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.

.

.
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:成
さ
れ
备
事
に%'
成
る
の
.で
.あ
^
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■
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'
.
.
ぺ

，
へ
'
へ
.'
'
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;
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璧

1:
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:

.本
圭
義
0
普
遍
的
開
花
が0

':
■
■;
-意
識
、.
.そ
^

に
.伴
ぅ
獨
特
©

用
.裔

法

ば
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當

時
1

じ
'ズ
は
：珍
£>
じ

く
,'

な
か
つ
た
0 

.. 

: 

ぐ

一
;-
.

,

,

.
近
i

濟

學
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料

學
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.
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經
濟
邀
に
内
在
す
る
社
會
哲
學
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問
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を
論
外i

置
き
、

」

飽
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<

ま
で
も
、；'フ
：
ィ

ジ

が

ル
：

な

、
，
：客

觀

的

理

論

の

：

.'
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B1
-

界
に
.と
ど
、ま
.
ろ
$
と
ず
を
態
度
と
結
び
忖..い，.て
い
^
。.
.
'
併
じ
此
め
'.風

潮

'■
;
'. / 

.が
拾
頭
す
る
過
渡
期
に
於
て
、

「

1
:

〕

入
办
思
想
家
が
、.新
し
い
方
法
に
.ょ
つ
：
''
, 

て

ス

宙

い

間

題

汝

解

決

^
ゼ

ぅ

ど

試

み

て

い
^

ブ
人
铽
へ
ル
マ

)
^

ッ
セ
ン
、
：他
は
リ
チ

「

ァ
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.
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丄
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ン
，
グ

ス

で

あ
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社

會

哲

學

の

消

滅
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ゴ
ッ
セ
ソ
も
、M
上

述

べ

來

つ

た
W

々
の
思
想
と
同
じ
ぐ.'
創

造
3£
-

の

. 

_

性
を
鼠
賴
ず
る
。'併

し

そ

の

：場

合

の

：
ト
ー
：
ン

'は

全

ぐ

異

つ

ヤ

い

る

。
；
：個

.

.
；
：：
：
 

人
主
義
的
快
樂
論
は
、
最
早
獨
立
し
た
'フ
ィ
.ジ
ヵ
ル
な
原
理
と
し
て1,
'
第

：
，
 

ニ
'義
的
な
も
の
ど
觅
做
さ
れ
て
い
る9
社
會
的
調
和
の
原
理
が
內
藏
す
る-. 

锊
學
的
琎
祌
諭
は
、
ー
十
七

—

八
世
紀
の
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で
：ぁ

令

に

對

し

、
個

ん

生

義
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.的
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福£0
.原
理
が
歸
結
す
る
科
學
的
理
濑
論
ば
、
+

八
|
九
做
紀
の
產
物

な

の

で

'あ

爸

^
ジ
：
七

^'
0
邊

點

は

.フ
讽

立

的

文

0
自

足

的

.^
禍

追

.

求
め
.ま
理
で
知
り
、'個
人
が
.、
：そ
の
原
理.に
從
っ
^
行
ぅ
評
禮
行
爲
の
上
一

■'
に
、：.ー
價
値
論
は
強
礎
付
け
ら
：れ
る
。
勞
働
0

非
効
用
的
解
釋
は
、
夫
自
身

.全

く

自

已

充

足

的

众

も

の

に

な

づ

て

ゆ

ぐ

:.
:
'彼
は
、
：交
換
の
説
明
を
沖
心

と
'し
て
、.

現
實.
の'
社
會
關
係
の
中
に
於

P

、.

日
力
行
わ
れ
一
て
い
る
、.
人々

.
の

選

擰

行

爲

の

社

會

的

意'味
令

單

に

明

か

：に

し

ょ

ぅ

と

し.た
。
：
此

の

事
.は

'

.又(

.

.直
接
的
な
ィ
'
K

w

l/t
'

r

xナ
ル
.な
溯
f

較
を
斷
念
し
.た
事
を
意
：

.

味
し
、.

自
t .
:

の
社
會
制
度
批
判
め
態
度
を
宙
に
：迷
わ
せ
た
：事
に
も
相
通
じ

」

て
い
.る
。：；
寧
み
、,:
'
-
-
,
彼
は
，
#

人
於
、<
各
人
の
利
益
の
最̂
 ̂

.

.娌
辑
を
以
て
、.
.橫
極
的
ね
自
由
主
義
の
社
會
哲
學
を
唱
導
し
、
古

き

神

話

：

に

新

し

き

，
科

學

を

_

木
せ
ん
ど
：し
た
の
で
あ
る: °
你

し
.'
>

先
に
も
述
べ
た」

如
く 
V:

事
態
は
此
の
事
を
許
さ
な
か
っ
た
。

.Y
'

:

 

' 
.

彼
は
、

.:
&

免
て
地
代
の
胜
握
等
に.際
し
て
、
主
觀
價
讓
的
說
明
と、
'
:

.
制
度
論
的
説
明
の
間
に
存
す
るS
溝
を
心
な
ら
ず
も
自
ら
立
證
す
る
如
き

■
破
目
に
到
る
の
で' ^
る
，

：-̂
S
V
. ■

へ

J

日
換

る

な

ら

ば

、X.

ミ
ス

的

世

界

.と

ぐ

ス

ぺ

シ

サ

ア

的

世

界

と

の

過

渡

.期
は
、'

リ
チ
ア
ド
•ジ
二

 

二
ン
グ
ス

0
8
1
4
^
1
3
9
1

〉

：に
ょ
つ
'て
.、'
略
<
そ

::
:
■
の
移
撤
を
完
成
す
る。
' 舭
に
ょ
れ
ば
、
人
間
の
性
廣
と
財
貨
の
性
質
と
の 

.
間
の
關
係
が
硏
究
さ
る
べ
き
セ
あ.っ
て
、
社
會
的
叙
意
法_

の
以
前
に
、 

，
先
づ
M

立
せ
^.
個
人
.の
そ
れ
が
硏
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
ぅ
。
.
彼
に
あ 

っ
て
は
全
く
、

(
ミ
ル
やK

ぺV

サ
.丨
的
自
然
主
義
、
心
理
學
的
生
物
學
的 

.

1
向
が
« :
者
？
：ぁ

る

。
.彼
に
從
嘵
ば
、
消
費>
は
、
事
物
が
人
間
に
、
滿

足
の
手
.段
を
與
え
る
過
程
を
意
味
し
、
生
產
と
は
、
人
間
が
、

^

物
に
効
.：

.
'.
其
他
を
圓
消
に
す
れ
ば
、
衆
纘
的
失
業
等
は
.有
り
得
な
い
と
見
た
。

」

そ
.し 

用
性
を
與
え
る
過
程
を
意
味
す
る
。
.
前
者
に
於
て
は
、
神
經
紙
織
の
轍
人
 

'て
彼
は
市
民
.的
自
田
が
極
度
に
發
撺
さ
れ
る.點
に
、
理
想
を
求
め
る
事
に 

的
經
路
が
支
配
的
で
お
り
、
後
漭
に
於
て
は
、
そ

の

排

出

的

經

路

が

支

配

;:
■-
於
て
、.最
も
典
_

的
な
理
論
家
で
あ
っ
た
、
が
故
に、' 
上
記
0

目
的
を
達

成
す
る
に
必
要
で
あ
る
、
廣
汎
な
智
識
や
技
術
を
勞
働
者
に
興
セ
る
事

的
で
あ
る
。CP..172〕

,,

被
も
ゴ
ッ >

 

ン
と
同
_

ぃ
不
売
金
ダ
ら
、
限
界
効
用
的
思
惟
を
行
っ
て 

居
り
、
バ
ー
タ
ー
成
立
の
條
件
.
分
析
を
媒
分
と
す
る
事.に
ょ
：

C
S、

：

主
觀
的 

價
値
を
出
發
點
と
し.て
、
交
換
惯
値
を
恶
礎
付
け
ん
と
し
て
.
；
い
：
る

が

、

そ 

の
利
子
め
說
明
の
如
き
は
、
，幼
縦
な
物
理
的
坐
產
ガ
說
の
上
に
立
づ
て
の

.； 

も
の
で
あ
り
、
賃
銀
の
說
明
も
、
生
け
る
機
械
と
し
て
の
勞
働
カ
把
握
に

'
 

立
脚
す
る
も
の
で、

之

又

物

现

的

生

產

カ

說

を

.、

.
敗

け

切

っ

た

も

の

で

は
 

な
か
っ
た
。
彼
の
此
の
誤
れ
る
意
味
に
於
る
自
然
科
學
主
義
は
、
.ホ
ズ 

f

ン
に
ょ
つ'
て
.

批
判
さ
れ
た
。

ク
ジ
エ
二ゾ
ダ
ス
の
硏
究
が
、
該
科
學
一 

の
自
的
に
必
要
で
な
い
事
は
、

家
を
建
て
た
り
、

V

衣
服
を
作
っ
た
り
す 

■

る
の
に
、
庇
護
の
觀
念
や
、
駿
か
さ
の
觀
念
の
心
理
學
的
、
生
理
學
的
；
 

硏
.
能
が
：^ .

耍
で
あ
る
の̂

同
樣
で
‘

あ
る
ぶ
と.
ホ
.ズ
キ
y

は
言
ぅ
の
で
あ.

る
。

«

.
■
: 

し

.

.

：
:

- 

:

.
■ 

. 

:

 

.

.

. 

•

.

.03
)

.

舊

社

會

理

想

の

解

消■
. 

,

:

，

,

... 

.

.
 

. 

- 

-
• 

!

. 

•

.
此
の
：時
代
の
人
々
は
、

一
而
完
全
な
る
資
本
、ぼ
義
吖
實
現
こ
そ
ノ
眞
の
：

理
想
め
到
來
で
あ
る
と
感
じ
乍
ら
、
他
方
に
於
て
は
、
.資
本
主
義
そ
の

% '

-の
の
持
っ
限
界
と
い
づ
も
の
を
も
感
ぜ
ざ
谷
を
得
な
く
も
な
っ
て
來
て
い

.

た
と
言
ぅ
離
が
出
來
る。

:

-

.

'

:

 .

ゴ
ツ
セ
ゾ

は

、

一

般
的
恐
慌
の
存
在
を
否
定
し
、
.罾
11
-肖
の
配
置
_

_

W

.
シr

i

タ
ル 
>

.

『

經
濟
思
想
の
极
底K
在
る
.諸
理
想』

.
も
、
，'寧
ろ
保
護
政
策
を
と
る
事
な
し
に
行
わ
れ
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
•ジ 

.

5

.

Xグ
スU

刹
が
^

斯
く
の
如
き
一.一
兀
性
は
多
分
に
消
滅
し
、
.
婦

人 

や
少
年
保
護
の
問
題
、.敎
育
&

題

、

更
に
.は

必

需

品

生

産

確

保

の

問

題 

.が
、
寧
ろ
、

道
徳
的
要
求
とし
て

持
出
さ
れ
る
。
現
實
上
の
自
田
主
義 

と
，
■空
想
上
の
本
等
主
義
と
は
ょ
り
明
確
に
分
裂
し
始
め
、
此
處
に
、
科 

學
と
社
會
思
想
の
分
離
の
きv

t
は
.益
'

濃
厚
と
な
る
。
ジ
テ
：

1
v

グ
ス 

は
後
渚
に
關
し
て
は
、

〃
貨
幣
は
力
.で
あ
る
。

故
に
そ
の
力
は
責
任
を
以 

.て
行
使
さ
る
べ'き
で
'あ
る
^
1
;
>
.
2
0
3

〕

と
沄
ぅ
如
き
、
道
德
的
改
良
主
義
に 

赴
か
ざ
る
を
得
な
か
づ
た
.。

近
代
經
濟
學
は
、
此
の
分
離
の
確
立
の
上
に
出
發
す
る
。
.
故
に
ィ
ギ
ゼ 

:

丨
ス
はV

ッ
セ
ン
、
2

--
シ
グ
.ス
の
兩
者
が
、

.

經
濟
學
上
の
効
用
理
論 

と
、
箝
學
上
の
功
利
主
義
と
の
間
に
.一
線
を
引
か
な
か
つ
た
擧
を
非
難
し 

た
0
c
p
.§)

此
の
非
難
が
、
ど
の
程
度
當
つ
て
い
る
か
は
別
と
し
て
、
彼 

等
ば
謂
わ
ば
此
の1

つ
の
1;
婆
な
'る
過
渡
期
の
入.々

と
.し
て
、
意
義
を
有 

し
て
い
る
事
は
確
か
：で
あ
る。
'

.

以
上
で
、
：
シユ
タ

ル

ク
.

の
、.
.

此
の
書
は
完
結
す
る
が
、
そ
の
後
書
き
に

於
て
、
限
界
効
用
理
論
は
 

'
決
し
て
十
九
世
紀
後
半
の
新
な
る
發
昆
で
は

' 
-

•

.

.

.

.

.

.

 

.

 

一
.

 

.

.

•
 

六
五
シ
ハ
八
も
さ

ノ



.ぃ

.寒

田

潘

甚誌
.. ：：

第

睜

屮

苯

卷

，
：
第4
1
.號

.
：
.-;
^
:

な

く

、

ベ

ン

サ

ム

や

べ

ル

ヌ

ィ

の

ー

應

主

張

し

た

處

の

も

の

で

あ

り

、

近 

.
S
濟

學

，の

出

發

點

は

、

寧

ろ

、'，社
會

锊

學

か

ら
.の
開

放

と

い.う
點

.
に

求
 

め

ら

る

べ

き

も

の
$

る

.。
'と
說

か

れ

て
..
い

を

。
，
シ

ユ

タ

ル
->
は

' 
而

し

. 

■

て

此

の

_

を
;>
^
ず

し

も

員

步

と

は
_
め

胄

く

な

い

と

言

う

？?|
に

、 

>
丨

.シ
ャ

ル

以

來

の
^
ム

ブ

.1
;
ッ

ギ

學

派

の

發

展

は

，、

再

び

、

新

し

い

方
 

-法
に

よ

つ

て

此
'.
0
問

題

を

處

理
^
(<
}
:ヶ
ど

す

る

動

き

を

見

：せ

て

，
い

る

で

は
 

な

.い
か

。

ロ

ッ

ク

や

ラ

ィ

プ

ニ

「

ッ

'7
の

§
神

は

、

社

會

科

學

の

运

し

い

傳

：
 

統

と

し

て

受

繼

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

と

彼

は
_
ず

4

©
で

あ

る
。
-
0 

■初
に

も

■
い

た

通

り

'
:彼
の

.ク
理
，

：

鲥

態

度

は

諒

解

さ

れ

る

：

i
；

れ

ど
 

、
も

、
此

のM

論

文

は

、
,-
.

1:

書

の

材

料

と

し

て

は

、
：
何

と

言

：つ

ズ

も

、

パ
ー
フ 

ダ

ス
；を

失

し

て

い

る
.0
-
.一
二
論
文
は
、

夫

々

の

項

にr
l'o
■の
對

.立

傾

向

を

含
 

む

せ

つ

つ

も

、
(-
)
の

時

代

が

.、
ノ

 S
、

每

の

ニ

傾

^
に

よ

つ

て

分

裂

じ

、
.
思 

想

性

と

諭

孤

性

が

分

離

し

て

ゆ

べ

と

云

う

、

.

.よ
り

大

な

る

意

陳
'で
の

.分
裂

. 

■_

を

把

握

し

よ

う

と

し

た

も

の.で
あ

：.る
が

、
*
の

意

：味

で

も

う

一

：層

論

述

の
 

パ
ラ
ン
ス
を
と
り
い
更
に
、
後
書
き

'に
觅

{̂
.
'れ
た

著

者

の

問

題

意

識

に

從. 

，
つ

て

、

其

の

後

，の

近

代

經

濟

學

の

發

展

、

特

に

厚

生

經

濟

學

的

思

想

、

一 

方

に

於

て

は

、V

ル
ク
ゾ
ズ
ム
の
譲
と

、
.が
の

勞

働

價

値

說

の

社

會

學
 

的

意

義

|
例

え

ば

マ

ル

ク

ス

憤

値

論

の-リ
：
カ

：
ア

ド

的

で

な

.
い

商

の

意

味

丨
 

.'
斯

5:
;
い

う

諸

點

が

論

ぜ

ら

れ

て

、
：

一

つ

の

：
一

貧

し

た

_

目

殳

的

思

想

史

の
 

，
著

述

が

成

ざ

れ

て

ゆ

く

過

程

に

、

之

を

紐

人

れ

て

行

く

態

勢

が

整

え

ち

れ

. 

て

命

く

事

を

、

我

々.は
、

心

が

ら

待

錯

す

る

も

の

で

あ

る

。

思

想

と

論

理
 

性

の

問

姻

に
.つ
い

て

も

又

南

然

主

義

と

齒

想

主

義

の

問

題

に

づ

い

て

も
、
.
. 

其

の

時

に

は

一

層

明

瞭

な

觀

念

が

龄

成

さ

れ

得

る

事

で

あ

ろ

う

,0
尙

、

シ

.

V 

- 

, 

^

A

A

O

O

ユ
タ
ル
ク
.が
主
と
し
て
利
川
し
た
諸
著
の
生
な
る
も
の
を
擧
げ
て
お
こ 

.

ぅ
。
.
' 

.

(

彼
は
、
：英_
本
，の
刹
刖
等
、
:
嚴
密
に
原
典
に
據
つ
て
い
な
い
場
合 
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配
給
能
苹
の
增
進
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中
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的
課
賴
と
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て
：：
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開
せ
ら
れ
て
來
た
と
と
は
此
の
學
問
の
强
い
技
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の
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向
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が
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給
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；
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標
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す
る
な
ら
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配
給
費
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經
對
額
ぞ
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.
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決
し
て
配
給
能
率
め
指
標
た
り
ぅ
る
も
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で
は
な
：い
ノ
ソ
グ
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土
ッ
ト
の
；
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教
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計
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.配
給
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本
生
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給
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越

點
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ソ
ヴ
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ッ
K
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給
費
が
渠
主
義
諸
國
家
の
そ
れ
の
嫌
か
に

m

分
の
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一
方
至
四
分
め.一
：に
過
な
い
こ
と
を
强
調
し
よ
ぅ
と
す
る
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が
し
か
；し
そ
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給

能

率

の

商

さ

を

'

る

も

の

A
J
U
^

受

取

る

こ

：
ど
ば
.出

■ 

來
な
い
o
む
し
ろ
晋
々
と
し
て
は
：か
か
石
：ソ
ヴ
ィ

H;

ッ
'ト
の
'配
給
费
M

,
一
■:
. 

し
て
何
の
程
度
ま
でI

漭
の
f

を
I

し
.て
：い
る
が
：、
.此
の

點

：の

吟

：

.'
■ 

哚
を
進
め
る
こ
と
が
第
：
1
の
謹
ヤ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い.0
ゥ
^
ア
氣
授
.'.
:
. 

の
朱
論
文
に
.お
け
る
意
_
も

賢

は

か

か

る

_

が

ら

配

給

費

に

關

す

る

ソ 

ゲ
ィ
エ
ク
ト
の
費
料
の
吟
味
に
お
か
れ
て“
る
。
:■
■: 

-
.
.パ
■
 

'へ 

:ソ
グ
イH

ッ
.卜
常
局
の
發
表
に
よ
れ
ば
、
新
經
濟
政
策
期
に
.おi

る

配

：

給
費
は
小
賣
價
格
の
，
1

|

0

餘̂
で
ぁ
つ
た
が
、
上
九
三
ニ
年
に
は
 

一
ニ 

• 

'，
五
涔
に
そ
し
て
更
に
ニ
九̂
^
年
に
ゆ
一
' 
〇
％
を
滕
か
に
上
廻
る
程
度
に 

.
ま

で

減

少

せ

し

め

：ら

れ

た

。

.
し
か

.し

大

戰

に

人

る

や

切

符

配

給

制

度

が

導 

.
人
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
つ
て
贼
寶
額
は
滅
少
し
、
且
つ
重
要

|1
|^
_

特 

，
に

工

業

企

業

に

：

t
hCE
>
-
‘
. 

W
o
r
k
e
r
s

 

S
u
p
p
l
y

 

D
e
p
a
r
t

 

日
 

e
nc+
.
が

設

立

せ 

:
ら
れ
、.
.そ
の
販
路
が.f

じ

く

狹

め

ら

れ

、
.取

扱

商

品

の

讀

も

極

端

に
 

■

減
少
し
芷
常
’な
經
營
の
維
持
が
困
難
と
な
ゥ
た
め
に
配
給
費
は
坍
大
の
傾

’ 

冏
を
た
ど
'つ
；
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摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

'い
。

'

M
え
ば
食
料
品(

パ
レ
を
除
く)

の
配
給
に
必
耍
众
廻
轉
儒
は
一
九
日 

ぺ

..
0

年
に
は
5

ー
，
四
日
€

づ

た

：
が

一

九

四

五

年

に

は

一

一

T

 

.
四

日

.に

ま 

:

で
增
加
し
.、
エ
業
製
品
に̂

い
て
は
夫
^

四

了

四

日

か

ら

六
1
>'
三
日 

.に
ま
で
增
大
し；

て
い
る
。
じ
か
し
な
が
ら
か
か
る
配
給
費
の
增
大
が
.あ
つ 

へ
た
と
し
て̂
V
:，
そ

れ

は

資

本

&

諸

國

家

の

そ

れ

に

比

し

て

未

だ

著

る

し 

く
風
箱
に
i

せ

ら
^

^
こ
と
は
事
實
で
知
る
。
し
か
し
な
が
ら
經
濟
環 

:-
境
を
金
く
異
に
す
る
資
本
主
義
國
家
の
配
給
費
と
の
比
較
に
際
し
て
は
前 

以
.つ
元
數
字
上
の.若
干
の
修
5£
を
行
わ
な
.け

^ -
ば
な
ら
な
ぃ
°

•

■'
.ぞ
の
修
芷
點
の
第
ー

(

と
し
て
ソ̂

ィ
.エ
ジ
ト
の
小
寶
偎
格
に
は
取
引
税 

.
が
泡
含
せ
ら
れ
；て
お
り
、
そ
の
額
は
大
凡
そ
水
寶
獄
の
五
〇
涔
と
推
淀 

,:
せ
ら
れ
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